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協
議
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。
河

辺
町
と
雄
和
町
の
協
議
会
委
員
か
ら
は
、

両
町
独
自
の
文
化
や
従
来
の
ま
ち
づ
く

り
方
針
な
ど
を
尊
重
し
て
ほ
し
い
と
い

う
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
十
七
年
一
月
十
一
日
と
す
る

秋
田
市
の
条
例
・
規
則
な
ど
を
適
用

す
るた

だ
し
、
各
種
事
務
事
業
の
調
整
を

踏
ま
え
、
必
要
に
応
じ
て
改
正
な
ど
を

行
う合

併
後
の
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
基

本
方
針
を
定
め
る
、
市
町
村
建
設
計
画

の
策
定
の
指
針
を
協
議
し
、
次
の
事
項

が
決
め
ら
れ
ま
し
た
。

▼
策
定
に
あ
た
り
、
秋
田
市
、
河
辺
町
、

雄
和
町
の
そ
れ
ぞ
れ
の
総
合
計
画
を

尊
重
す
る

▼
計
画
は
、
地
域
住
民
の
生
活
や
文
化

の
向
上
を
は
か
る
と
同
時
に
、
行
政

組
織
お
よ
び
行
財
政
運
営
の
効
率
化

を
は
か
る
こ
と
を
め
ざ
す

▼
合
併
後
に
実
施
す
る
事
業
は
、
そ
の

必
要
性
、
緊
急
性
、
優
先
性
、
有
効

性
、
地
域
性
な
ど
を
十
分
検
証
す
る

▼
地
方
交
付
税
、
国
庫
支
出
金
、
地
方

債
な
ど
の
依
存
財
源
を
適
正
に
見
積

も
り
、
健
全
財
政
を
堅
持
す
る
観
点

に
立
っ
た
財
政
計
画
に
基
づ
く
も
の

と
す
る

▼
ハ
ー
ド
事
業
に
と
ど
ま
ら
ず
、
適
切

な
ソ
フ
ト
事
業
の
推
進
に
も
配
慮
す

る
▼
計
画
の
名
称
は
、
地
域
の
将
来
像
を

示
す
も
の
と
し
て
、
親
し
み
や
す
い

名
称
と
す
る

▼
計
画
の
対
象
地
域

秋
田
市
、
河
辺
町
、
雄
和
町
の
全
域

▼
計
画
の
構
成

基
本
構
想
、
建
設
計
画
お
よ
び
財
政

計
画
を
中
心
と
し
て
構
成
す
る

▼
計
画
の
期
間

秋
田
市
総
合
計
画
お
よ
び
秋
田
市
総

合
都
市
計
画
の
計
画
期
間
と
の
整
合

を
は
か
る
た
め
、
合
併
の
期
日
か
ら

お
お
む
ね
十
一
年
間
と
し
、
前
期
六

年(

平
成
十
七
年
度
〜
二
十
二
年
度)

、

後
期
五
年(

平
成
二
十
三
年
度
〜
二
十

七
年
度)

と
す
る

合
併
に
あ
た
り
、
行
政
全
般
に
わ
た

っ
て
制
度
や
事
務
事
業
の
統
一
を
は
か

る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
そ
の
調
整
は

次
に
掲
げ
る
基
本
方
針
に
基
づ
く
こ
と

が
決
め
ら
れ
ま
し
た
。

▼
原
則
と
し
て
、
秋
田
市
の
制
度
に
統

一
す
る

▼
制
度
の
統
一
は
、
合
併
年
度
ま
た
は

合
併
翌
年
度
ま
で
に
行
う
こ
と
を
原

則
と
す
る

▼
制
度
の
統
一
に
あ
た
っ
て
は
、
住
民

生
活
に
急
激
な
変
化
を
お
よ
ぼ
す
こ

と
の
な
い
よ
う
配
慮
す
る

▼
河
辺
町
・
雄
和
町
独
自
の
制
度
に
つ

い
て
は
、
今
ま
で
の
経
緯
や
実
情
に

配
慮
し
て
調
整
す
る

▼
こ
れ
ま
で
の
河
辺
町
・
雄
和
町
に
お

け
る
住
民
と
の
公
約
、
国
・
県
そ
の

他
の
行
政
関
係
機
関
と
の
協
定
事
項

に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
引
き
継

ぐ
も
の
と
す
る

▼
単
に
事
務
・
事
業
を
す
り
合
わ
せ
る

市
町
合
併
は
平
成
17
年
１
月
11
日

八
月
八
日
、
第
二
回
秋
田
市
・
河
辺
町
・

雄
和
町
法
定
合
併
協
議
会
が
開
か
れ
、
合
併

期
日
を
平
成
十
七
年
一
月
十
一
日
と
す
る
こ

と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
合
併
後
の
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の

方
針
を
定
め
る
市
町
村
建
設
計
画
の
策
定
方

針
を
決
定
し
た
ほ
か
、
今
後
、
合
併
協
議
を

進
め
る
に
あ
た
っ
て
基
本
と
な
る
項
目
を
中

心
に
協
議
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

合
併
の
期
日

合
併
後
の
条
例
・
規
則

市
町
村
建
設
計
画
の

策
定
指
針

秋
田
市
の
行
政
制

度
・
事
務
事
業
に
統

計
画
策
定
の
指
針

計
画
の
内
容

８月８日の第２回秋田市・河辺町・雄和町法定合併協議会



▼
原
則
と
し
て
秋
田
市
の
電
算
シ
ス
テ

ム
に
統
合
し
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低

下
を
招
か
な
い
よ
う
、
合
併
時
に
稼

働
で
き
る
よ
う
調
整
す
る

▼
河
辺
町
お
よ
び
雄
和
町
の
定
数
内
の

職
員
は
、
す
べ
て
秋
田
市
の
職
員
と

し
て
引
き
継
ぐ

▼
職
員
の
任
免
、
給
与
そ
の
他
の
身
分

の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
公
正
に
取

り
扱
う
も
の
と
し
、
詳
し
く
は
一
市

二
町
の
長
が
別
に
協
議
し
て
定
め
る

合
併
後
の
市
町
村
の
将
来
像
と
そ

の
実
現
に
向
け
た
施
策
を
盛
り
込
ん

だ
、
ま
ち
づ
く
り
基
本
計
画
の
役
割

を
果
た
す
も
の
で
す
。

市
町
村
建
設
計
画
は
、
合
併
協
議

会
で
の
慎
重
な
審
議
を
経
て
策
定
さ

れ
る
も
の
で
、
計
画
に
盛
り
込
む
べ

き
事
項
は
合
併
特
例
法
の
な
か
に
例

示
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
計
画
を
基
礎
と
し
て
さ
ま
ざ

ま
な
財
政
措
置
が
講
じ
ら
れ
、
こ
の

計
画
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
事
業
に

は
、
合
併
特
例
債
な
ど
の
財
政
措
置

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

両
役
場
は
合
併
後
も
有
効
活
用
し
ま
す

窓口は明るい雰囲気。岩見三内地区
には役場支所もあります。

１階窓口は広々スペース。庁舎横に図書館
が隣接しています。大正寺地区には役場支
所もあります。

だ
け
で
は
な
く
、
こ
の
機
会
に
、
費

用
対
効
果
や
効
率
性
、
受
益
と
負
担

の
適
正
化
と
い
っ
た
観
点
か
ら
見
直

し
に
努
め
る

▼
現
在
の
河
辺
町
役
場
お
よ
び
雄
和
町

役
場
は
、
出
先
機
関
と
す
る

▼
出
先
機
関
の
組
織
は
、
合
併
時
の
特

殊
事
情
を
踏
ま
え
、
住
民
生
活
に
急

激
な
変
化
を
お
よ
ぼ
す
こ
と
の
な
い

よ
う
配
慮
し
、
段
階
的
に
再
編
、
見

直
し
を
は
か
る
。
ま
た
、
住
民
生
活

に
直
接
影
響
を
あ
た
え
な
い
管
理
部

門
は
早
期
に
統
合
す
る

▼
審
議
会
な
ど
附
属
機
関
は
、
各
種
事

務
事
業
の
調
整
協
議
の
内
容
を
踏
ま

え
、
必
要
な
措
置
を
行
う

電話(866)2785 ファクス(866)2795
市町合併ホームページ
http://www.city.akita.akita.jp/city/copr/

◆秋田市合併推進局

雄和町役場 河辺町役場

河
辺
・
雄
和
両
役
場
は

出
先
機
関
に

合
併
後
の
組
織
・
機
構

電
算
シ
ス
テ
ム

一
般
職
職
員
の
取
り
扱
い

■
市
町
村
建
設
計
画

広報あきた　９月12日号0033



市
で
は
、「
快
適
で
利
便
性
を
実
感
で
き
る
あ
き
た
の
新

し
い
玄
関
口
」
―
を
合
い
言
葉
に
、
平
成
十
七
年
春
の
完
成

を
め
ざ
し
て
秋
田
駅
東
口
駅
前
広
場
の
整
備
に
着
手
し
ま
す
。

来
年
七
月
に
完
成
予
定
の(
仮
称)

拠
点
セ
ン
タ
ー
と
合
わ

せ
、
駅
東
口
周
辺
が
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

あ
き
た
の
玄
関
口
が
新
し
く
な
り
ま
す
。

秋
田
駅
東
口
駅
前
広
場

重
要
な
場
所
に
位
置
し
ま
す
。

秋
田
駅
東
口
駅
前
広
場
は
、
駅
の
利

用
や
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
、
一
般
車
の
乗

り
降
り
を
便
利
に
す
る
も
の
で
、
現
在

建
設
中
の
「(

仮
称)

拠
点
セ
ン
タ
ー
」
な

ど
と
と
も
に
、
ま
ち
に
新
し
い
に
ぎ
わ

い
を
う
む
都
市
基
盤
と
し
て
整
備
を
進

め
ま
す
。

東
口
駅
前
広
場
に
は
、
路
線
バ
ス
や

タ
ク
シ
ー
、
一
般
車
用
の
車
道
と
、
融

雪
施
設
を
備
え
た
歩
道
を
整
備
し
、
自

動
車
も
人
も
ゆ
っ
た
り
と
通
れ
る
ス
ペ

ー
ス
を
確
保
し
ま
す
。

広
場
内
の
通
行
は
、「
ロ
ー
タ
リ
ー
型

式
」
を
採
用
し
、
利
用
者
が
車
道
を
横
断

す
る
こ
と
な
く
、
安
全
に
移
動
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
乗
降
場
は
、

バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ
五
台
分
、

一
般
車
用
が
七
台
分
、
身
障
者
用
が
二

台
分
あ
り
ま
す
。
駐
車
す
る
場
合
は
、

来
年
完
成
す
る
拠
点
セ
ン
タ
ー
の
駐
車

場
な
ど
を
利
用
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
た
、
歩
行
者
が
冬
も
快
適
に
歩
け

る
よ
う
に
、
歩
道
部
分
に
は
融
雪
施
設

を
設
置
。
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
、
一
般
車

の
一
部
の
乗
降
区
間
に
は
、
雨
よ
け
の

屋
根
を
設
置
し
ま
す
。

東
口
駅
前
広
場
の
整
備
は
、
今
年
度

と
来
年
度
の
二
年
に
わ
た
り
行
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
広
場
南
側(

拠
点
セ
ン
タ
ー

側)

を
整
備
す
る
予
定
で
、
南
側
部
分
は

来
年
七
月
の
拠
点
セ
ン
タ
ー
の
オ
ー
プ

ン
に
合
わ
せ
て
利
用
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
広
場
全
体
の
完
成
は
、
平
成

十
七
年
の
春
に
な
り
ま
す
。

工
事
期
間
中
、
ご
不
便
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

秋
田
自
動
車
道
の
秋
田
中
央
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
と
つ
な
が
り
、
秋
田
市
東
部
方

面
か
ら
の
玄
関
口
と
な
る
秋
田
駅
東
口

は
、
市
内
・
外
と
の
往
来
に
欠
か
せ
な
い

交
通
の
要
衝
に
あ
る

秋
田
駅
東
口

融
雪
付
き
の
歩
道
だ
か
ら

冬
で
も
快
適
！

広
場
南
側
は
、

拠
点
セ
ン
タ
ー
と
同
時
完
成

快
適
で
利
便
性
を
実
感
で
き
る
駅
前
広
場

●
高
速
交
通
体
系
、
広
域
交
通
へ
の
対
応

●
に
ぎ
わ
い
を
創
出
す
る
空
間
づ
く
り

●
冬
期
間
の
快
適
性
と
安
全
性

問
い
合
わ
せ

秋
田
市
ま
ち
づ
く
り
整
備
室

tel(

８
６
６)

２
１
５
６

フ
ァ
ク
ス(

８
６
６)

２
２
８
２

Ｅ
メ
ー
ルro-urrd@

city.akita.akita.jp

秋田駅東口駅前広場

建設中の拠点センター

(仮称)拠点センター

ぽぽろーどと拠点セ
ンターを結びます

駅東人工地盤

秋田駅

ぽぽろーど
東口

手形東通線
秋田駅東中央線

歩道は融雪施設
で雪を溶かすの
で冬でも快適！

バス乗り場など
は屋根つきです

秋田中央IC、
横山金足線に連絡

平成16年７月完成予定

(仮称)拠点
センター

こまち
駐車場

拠点第一
街区公園 秋田駅東口

駅前広場

秋田駅秋田駅

WeロードWeロードぽぽろーどぽぽろーど

手形東通線 秋
田
駅
東

中
央
線

空
か
ら
見
た
秋
田
駅
周
辺

横山金足線上空から見る秋田駅方面

ぽぽろーど東口

タクシー乗り場 バス乗降場

バスプール
タクシー
プール

バ
ス
乗
降
場

人工地盤
拠
点
セ
ン
タ
ー

手形東通線 秋田駅東
中央線

秋
田
中
央
Ｉ
Ｃ
↓

身
障
者
用
乗
降
場

タ
ク
シ
ー
降
り
場

一
般
車
用
乗
降
場

一般車用乗降場

広報あきた　９月12日号0055 0044

秋田駅

ぽぽろーど Weロード
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今
年
六
月
に
「
要
介
護
１
」
の
認
定
を
受

け
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
介
護
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
し
始
め
た
一
関
和
子
さ
ん(

76
歳)

。

腰
や
足
に
つ
ら
い
痛
み
を
抱
え
る
和
子
さ
ん

に
近
所
の
人
が
介
護
保
険
の
申
請
を
強
く
す

す
め
て
く
れ
た
の
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

和
子
さ
ん
は
、腰
や
ひ
ざ
の
痛
み
の
た
め
、

立
ち
上
が
っ
た
り
、
段
差
を
の
ぼ
り
降
り
す

る
こ
と
が
困
難
で
、
家
の
中
で
も
杖
を
持
ち

歩
く
生
活
で
す
。
外
出
か
ら
帰
っ
て
き
た
と

き
な
ど
は
、
玄
関
の
段
差
を
歩
い
て
の
ぼ
る

こ
と
が
で
き
ず
、
家
の
中
を
は
っ
て
移
動
し

た
り
、転
ん
で
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

掃
除
や
洗
濯
な
ど
の
家
事
は
、
ご
主
人
の

敏
郎
さ
ん(

81
歳)
が
こ
な
し
、
お
子
さ
ん
も

手
を
貸
し
て
く
れ
る
の
で
、
課
題
は
、
和
子

さ
ん
が
家
の
中
で
安
心
し
て
動
け
る
よ
う
に

す
る
こ
と
で
し
た
。
そ
こ
で
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ

ャ
ー
に
相
談
し
、
安
全
に
移
動
で
き
る
よ
う

に
、
介
護
保
険
の
住
宅
改
修
費
支
給
の
制
度

を
利
用
し
て
、
玄
関
、
ト
イ
レ
、
浴
室
に
手

す
り
を
取
り
付
け
、
玄
関
の
大
き
な
段
差
を

解
消
す
る
台
を
設
置
し
ま
し
た
。

「
こ
れ
ま
で
介
護
保
険
の
こ
と
を
話
に
は

聞
い
て
い
た
け
れ
ど
、
ど
う
い
う
ふ
う
に
使

う
も
の
な
ん
だ
ろ
う
と
思
っ
て
ま
し
た
。
初

め
て
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
行
っ
て
び
っ
く
り
。

た
く
さ
ん
の
人
が
利
用
し
て
い
る
ん
で
す

ね
。
手
す
り
や
台
の
お
か
げ
で
、
立
っ
た
ま

ま
楽
に
玄
関
の
出
入
り
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
し
、
安
心
感
が
あ
っ
て
喜
ん
で
ま

す
」
と
和
子
さ
ん
。「
手
す
り
が
つ
い
て
ひ

と
安
心
で
す
。
転
ん
で
助
け
を
呼
ば
れ
る
こ

と
も
少
な
く
な
り
ま
し
た
」
と
敏
郎
さ
ん
も

ニ
ッ
コ
リ
。

い
つ
ま
で
も
こ
の
家
で
二
人
仲
良
く
暮
ら

し
て
い
た
い
と
い
う
和
子
さ
ん
と
敏
郎
さ
ん

の
願
い
を
、
介
護
保
険
も
ち
ょ
っ
と
お
手
伝

い
し
て
い
ま
す
。

介
護
保
険

問い合わせ

段差が小さくなって出かけるときの気分も軽くなりました

介
護
保
険
課

tel (

８
６
６)

２
０
６
９

介
護
保
険
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
て
三
年
。
介
護
サ

ー
ビ
ス
は
、
介
護
を
必
要
と
す
る
か
た
や
そ
の
ご
家

族
の
生
活
に
と
っ
て
、
欠
か
せ
な
い
も
の
に
な
り
、

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
件
数
も
年
々
増
え
て
い
ま
す
。

要支援以上のかたで、いま住んで
いる(住民票のある)住宅に、①手すり
の取付②段差の解消③滑りの防止・
移動の円滑化などのための床材の変
更④引き戸などへの扉の取替⑤和式
から洋式便器への取替ーなど住宅改
修費の支給対象となる工事を行った
場合、20万円までの工事であれば、
改修費の９割相当額(18万円が限度)を
支給します。
内容によっては、介護保険の対象

にならない場合がありますので、工
事内容や申請方法を、必ず事前に介
護保険課またはケアマネジャーなど
にご相談ください。

住宅改修費の支給

手すりや台を取り付けて
安心して動ける家に
なりました

介
護
保
険

利
用
広
が
る

和
子
さ
ん
の
安
全
を
第
一
に



秋
田
市
の
要
介
護
認
定
者
数

は
、
今
年
七
月
末
現
在
で
一
万

九
百
九
十
七
人
。
昨
年
同
時
期

と
比
べ
千
百
八
十
四
人
増
加

し
、
六
十
五
歳
以
上
の
市
民
の

ほ
ぼ
五
・
五
人
に
一
人
が
認
定

を
受
け
て
い
る
状
態
で
す
。

平
成
十
四
年
度
に
秋
田
市
で

介
護
サ
ー
ビ
ス
に
使
わ
れ
た
費

用
は
、
約
百
三
十
一
億
円
で
し

た
。
前
年
度
に
比
べ
、
約
十
二

億
七
千
万
円
多
く
、
約
一
一
％

増
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
内
訳
を
み
る
と
、

平
成
十
四
年
度
は
、
在
宅
サ
ー

ビ
ス
に
使
わ
れ
た
費
用
の
割
合

が
三
三
・
一
％
と
、
前
年
度
の

二
八
・
四
％
よ
り
四
・
七
％
伸

び
て
い
て
、
在
宅
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
が
増
え
て
い
ま
す(

グ
ラ
フ

１
参
照)

。

介
護
保
険
は
加
入
者
全
員
が

保
険
料
を
負
担
し
合
い
、
介
護

が
必
要
に
な
っ
た
人
た
ち
に
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
助
け
合
い

の
仕
組
み
で
す
。
そ
の
費
用
は
、

一
割
の
自
己
負
担
を
除
い
た
約

半
分
を
被
保
険
者
の
保
険
料

で
、
残
り
半
分
を
国
・
県
・
市

の
公
費
で
負
担
し
、
国
民
み
ん

な
で
支
え
合
う
制
度
に
な
っ
て

い
ま
す(

グ
ラ
フ
２
参
照)

。

第
二
号
被
保
険
者(

四
十
〜
六

十
四
歳
の
か
た)

の
保
険
料
は
、

医
療
保
険
と
一
緒
に
納
め
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
こ
の
納
め

た
保
険
料
は
、
い
っ
た
ん
国
の

機
関
に
集
め
ら
れ
、
そ
こ
か
ら

総
事
業
費
の
三
三
％
分
が
市
に

交
付
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
割
合
は
、
三
年
ご
と
に

一
号
と
二
号
の
被
保
険
者
数
に

基
づ
き
国
で
見
直
し
が
行
わ

れ
、
平
成
十
五
年
度
か
ら
は
三

十
二
％
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
第
一
号
被
保
険
者
の
負

担
割
合
も
十
七
％
か
ら
十
八
％

に
な
り
ま
す
。

グラフ２

グラフ１

介護サービスに使われたお金

介護保険事業に入ったお金

14年度は約131億円の
サービス利用がありました

第２期秋田市介護保険
事業計画を策定しました

平成15年度からの事業計画・
保険料については８ページへ。

在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
割
合
が
増

助
け
合
い
の
仕
組
み

※国の負担金は、定率20％と第１号被保険者保険
料の地域格差を調整する５％相当分の合計で、
秋田市では24.4％になっています。0.6％分は第
１号被保険者が負担しています。

※

07 広報あきた　９月12日号

在
宅
サ
ー
ビ
ス
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成

在
宅
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
が
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を

わ
か
り
や
す
く
選
択
で
き
る
よ
う
、
各
種
サ
ー

ビ
ス
の
詳
し
い
利
用
方
法
な
ど
を
掲
載
し
た
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
配
布
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
実
施
さ
れ
た
介
護
保
険
の
住
宅
改
修

に
お
け
る
手
す
り
や
段
差
解
消
、
ト
イ
レ
の
改

修
な
ど
の
工
事
を
掲
載
し
た
事
例
集
を
作
成

し
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
や
住
宅
改
修
利
用
希
望

者
な
ど
に
配
布
し
ま
す
。

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
質
の
向
上
を
め
ざ
し
、
市

介
護
支
援
専
門
員(

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー)

連
絡
協

議
会
会
員
な
ど
を
対
象
に
研
修
会
を
行
い
ま
す
。

在
宅
で
生
活
す
る
重
度
要
介
護
者
を
介
護
し
て

い
る
ご
家
族
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
、
一
定
の

要
件
を
満
た
す
世
帯
へ
、
年
二
回
、
半
年
ご
と

に
月
三
千
円
相
当
の
秋
田
市
共
通
商
品
券
を
さ

し
あ
げ
ま
す
。

住
宅
改
修
の
事
例
集
を
作
成

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
研
修

在
宅
介
護
サ
ポ
ー
ト
事
業

15
年
度
の
新新新新
事
業

市
民
や
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
対
す
る
ア
ン
ケ

ー
ト
な
ど
で
寄
せ
ら
れ
た
「
わ
か
り
や
す
い
情

報
提
供
を
」「
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
へ
の
研
修
の
機

会
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
」
な
ど
の
意
見
も
取
り

入
れ
て
、
次
の
事
業
を
新
た
に
実
施
し
ま
す
。
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秋
田
市
で
は
、
平
成
十
二
年
三
月
に
策

定
さ
れ
た
「
第
一
期
秋
田
市
介
護
保
険
事

業
計
画
」
に
基
づ
き
、
介
護
保
険
事
業
の

円
滑
な
実
施
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

介
護
保
険
事
業
計
画
は
、
介
護
保
険
法

に
基
づ
き
、
五
年
を
計
画
期
間
と
し
て
三

年
ご
と
に
見
直
し
を
行
う
こ
と
が
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
第
一
期
事
業

計
画
策
定
か
ら
三
年
を
迎
え
た
今
年
、
平

成
十
五
年
度
か
ら
十
九
年
度
ま
で
の
五
年

間
を
計
画
期
間
と
す
る
「
第
二
期
秋
田
市

介
護
保
険
事
業
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
市
社
会

福
祉
審
議
会
高
齢
者
専
門
分
科
会
と
、
公

募
に
よ
り
選
出
さ
れ
た
委
員
を
含
む
市
介

護
保
険
運
営
協
議
会
を
合
同
開
催
し
、
審

議
し
ま
し
た
。
ま
た
、
審
議
の
中
で
ア
ン

ケ
ー
ト
な
ど
で
出
さ
れ
た
市
民
の
意
見
に

つ
い
て
も
話
し
合
い
、
こ
れ
ま
で
の
事
業

実
績
と
市
民
の
意
見
・
要
望
な
ど
を
反
映

さ
せ
ま
し
た
。

今
回
の
事
業
計
画
で
は
、
現
状
の
課
題

へ
の
対
応
を
盛
り
込
み
、
次
の
項
目
を
基

本
理
念
と
し
て
い
ま
す
。

●
在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
推
進

●
痴
呆
性
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
等

の
整
備

●
施
設
入
所
申
込
者
へ
の
対
策

●
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
へ
の
支
援

●
低
所
得
者
へ
の
支
援

●
公
平
・
適
正
な
要
介
護
認
定
の
推
進

●
介
護
予
防
の
推
進

●
市
民
参
加
・
情
報
提
供
の
推
進

●
介
護
保
険
の
健
全
な
運
営

今
後
は
こ
の
第
二
期
計
画
に
基
づ
き
、

各
種
施
策
を
積
極
的
に
進
め
、
サ
ー
ビ
ス

利
用
者
な
ど
の
利
便
性
を
は
か
り
ま
す
。

事
業
計
画
の
策
定
と
あ
わ
せ
て
、
介
護

保
険
料
も
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
量
な
ど
に
応

じ
て
、
三
年
ご
と
に
見
直
す
こ
と
に
な
っ

て
い
る
た
め
、
平
成
十
五
年
度
か
ら
十
七

年
度
ま
で
適
用
す
る
毎
年
の
新
し
い
保
険

料
も
算
出
し
ま
し
た(

表
１
参
照)

。

財
政
調
整
基
金(

※)

約
一
億
円
を
取
り

崩
す
こ
と
な
ど
で
、
保
険
料
の
値
上
げ
幅

を
抑
え
ま
し
た
が
、
昨
年
度
ま
で
と
比
べ

一
〇
・
七
％
上
が
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
主
な
理
由
は
、
今
後
介
護
を
必
要

と
す
る
こ
と
が
多
く
な
る
七
十
五
歳
以
上

の
後
期
高
齢
者
が
増
え
続
け
る
た
め
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
件
数
が
増
え
、
秋
田
市

全
体
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
用
が
増
大
す
る

こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
（
表
２
表
３
参
照)

。

※
財
政
調
整
基
金
…
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
に
必
要
な
費
用
が
不
足
し
た
場
合
、

そ
の
財
源
に
充
て
る
お
金

第
２
期
秋
田
市
介
護
保
険
事
業
計
画

は�

秋田市の高齢化率(65歳以上の人の割合)は増加の一
途をたどると推測されます。
19年度の65歳以上の人口は、平成15年度に比べ

5,239人増えますが、そのほとんどが75歳以上の後期
高齢者の増加によるものです。75歳以上の人口は毎
年５％程度増え続け、19年度には全人口の9.5％を占
め、ほぼ10人に１人が75歳以上と予想されます。

秋田市の人口推計

15
年
度
か
ら
の
事
業
計
画
と
保
険
料
を
見
直
し
ま
し
た

３
年
間
の
事
業
実
績
や

市
民
の
意
見
を
反
映

利
用
件
数
の
増
に
あ
わ
せ
て

介
護
保
険
料
を
改
正

第１号保険者(65歳以上)の保険料表１

表２



つづけよう
やさしい心の
キャッチボール

わたしがこの標語を考えた
とき、４年生のときに手話や
点字を勉強したことを思い出
しました。そのときは「身体
の不自由な人もお年よりも小
さい子も、もちろんわたした
ちも、みんな同じ人間だから
みんななかよくしていこう」
ということを学びました。

わたしの住んでいる下北手にはお年よりの人た
ちがたくさんいます。みなさんはいつもやさしい
言葉であいさつをしてくれます。すると、わたし
もやさしい気持ちになってきます。
こんなふうにいつまでもやさしい言葉を交わし

て、おたがいにやさしい気持ちになっていけたら
いいなと思います。

９月の老人保健福祉月間にちなみ、今年度は寺
内小、下北手小、勝平中から標語を募集しました。
入選したみなさんを紹介します。

●老人保健福祉月間●

小嶋明日香さん
(下北手小５年)

入選者のみなさん

佳
作

第
３
席

老人週間にあたる９月15日(月)～21日(日)は、
休まず開館します。どうぞご利用ください。

標語・看板デザインの入選作品決定！

佐藤雅さん(寺内小４年)
大友和樹さん(下北手小６年)

眞宮晴日香さん(寺内小６年)
小野勝さん(勝平中２年)
雲雀和貴さん(勝平中２年)

太田あいかさん(寺内小５年)
本間稜さん(下北手小４年)
小室彩香さん(勝平中２年)
佐藤真理子さん(勝平中２年)

第
２
席

高齢福祉課tel(866)2095

22日(月)…15日(月)の代休
24日(水)…21日(日)の代休
25日(木)…23日(火)の代休
29日(月)…定休日

９月後半の
休館日

第１席

主な介護サービスの平成14年度の利用実績と15年
度・19年度の供給可能量です。供給可能量は、それぞ
れのサービスについて秋田市内で利用できる量を算出し
たものです。
在宅サービスを円滑に進めるため、ショートステイの

整備を進めるほか、痴呆性高齢者グループホームと有料
老人ホームなどについては整備を早め、平成19年度の
目標値を16年度までに達成することにしています。

なお、施設サービスについては、市内の施設の入所定
員がすでに国の基準を上回っているため、現在のところ
新しい施設整備が困難な状況にあります。

介護サービスの供給可能量

《整備の目標》
●ショートステイ…平成16年度まで50床を増やす予定。
●痴呆性高齢者グループホーム…平成16年度まで９施
設(定員81人)を増やす予定。

●有料老人ホームなど…平成15年８月ですでに整備目
標に到達しています。

老人週間は休まず開館

この看板は９月30日(火)まで、市役所正面玄関前に掲示しています

渡邉麻里子さん(美短附属高等学院３年)看
板
デ
ザ
イ
ン

優
秀
賞

09 広報あきた　９月12日号

表３
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今
般
、
日
ロ
沿
岸
市
長
会
議
出
席
の
た

め
、
ロ
シ
ア
・
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
半
島
の
ペ

ト
ロ
パ
ヴ
ロ
フ
ス
ク
・
カ
ム
チ
ャ
ツ
キ
ー

市
と
い
う
と
こ
ろ
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
日
本
海
沿
岸
の
二
十
二
市
と

極
東
ロ
シ
ア
の
十
八
市
で
構
成
す
る
会
議

で
、
都
市
レ
ベ
ル
で
の
交
流
推
進
を
目
的

に
両
国
で
交
互
に
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の

で
、
今
回
で
十
九
回
目
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
機
会
に
本
市
と
姉
妹
都
市

提
携
を
し
て
い
る
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
市
と

今
後
の
交
流
に
つ
い
て
個
別
会
談
も
行
う

な
ど
、
大
変
に
有
意
義
な
会
議
で
し
た
。

さ
て
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
州
は
、
日
本
と
同

程
度
の
面
積
に
約
四
十
万
の
人
し
か
住
ん

で
お
ら
ず
、
富
士
山
そ
っ
く
り
の
多
く
の

活
火
山
や
平
地
に
も
湧
き
出
る
温
泉
、
全

く
手
つ
か
ず
の
原
生
林
な
ど
、
ま
さ
に
壮

大
な
自
然
の
パ
ノ
ラ
マ
が
展
開
す
る
北
極

に
近
い
冷
涼
な
気
候
の
土
地
で
す
。

今
回
、
ロ
シ
ア
側
が
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
で

会
議
を
開
催
し
た
の
は
、
我
々
に
現
地
を

見
せ
る
こ
と
で
、
日
本
か
ら
の
観
光
客
誘

致
に
結
び
つ
け
る
こ
と
を
意
図
し
た
も
の

と
も
受
け
と
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
だ
、
日
本
国
内
か
ら
現
地
ま
で
空
路
で

丸
二
日
要
す
る
こ
と
や
ホ
テ
ル
な
ど
の
施
設

が
あ
ま
り
に
貧
弱
な
こ
と
、
加
え
て
陸
上
交

通
手
段
が
限
ら
れ
、
広
大
な
半
島
内
の
移
動

に
は
大
型
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
多
用
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
が
極
め
て
老
朽
機
で
、
カ
ム

チ
ャ
ツ
カ
訪
問
中
の
サ
ハ
リ
ン
州
知
事
の
乗

っ
た
ヘ
リ
の
墜
落
事
故
が
発
生
し
、
前
後
し

て
同
型
ヘ
リ
に
乗
せ
ら
れ
た
皆
が
ゾ
ッ
と
さ

せ
ら
れ
る
な
ど
、
安
全
面
で
も
大
き
な
不
安

が
あ
り
、
本
格
的
に
観
光
客
を
呼
ぶ
に
は
、

ま
だ
ま
だ
時
間
を
要
す
る
の
で
は
な
い
か
と

感
じ
ま
し
た
。

さ
て
今
回
の
会
議
の
主
要
議
題
は
、
シ

ベ
リ
ア
内
部
か
ら
日
本
海
に
面
し
た
ナ
ホ

ト
カ
ま
で
の
四
千
キ
ロ
に
お
よ
ぶ
石
油
パ

イ
プ
ラ
イ
ン
の
建
設
計
画
の
件
で
す
。

一
月
に
日
本
と
ロ
シ
ア
の
ト
ッ
プ
間
で
こ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
の
認
識
が
一
致
し

本
格
調
査
に
入
る
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
ロ
シ
ア
側
の
各
都
市
は
こ
れ
を

地
域
経
済
振
興
の
切
り
札
に
し
よ
う
と
す

る
強
い
意
気
込
み
を
示
し
て
い
ま
し
た
。

日
本
側
も
イ
ラ
ク
な
ど
不
安
定
な
情
勢

下
の
中
東
原
油
の
依
存
度
を
大
幅
に
下
げ

る
（
九
〇
％
近
く
か
ら
六
〇
％
台
に
）
こ

と
が
可
能
で
、
両
国
の
共
通
利
益
に
つ
な

が
る
一
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

特
に
日
本
海
沿
岸
の
各
都
市
に
は
、
建

設
途
中
・
完
成
後
と
も
に
大
き
な
波
及
効

果
が
期
待
さ
れ
、
当
然
に
ナ
ホ
ト
カ
港
と

最
短
の
秋
田
港
を
有
し
石
油
関
連
の
技
術

集
積
を
持
つ
本
市
で
は
、
そ
の
行
方
を
注

視
し
な
が
ら
対
応
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

市
民
に
身
近
な
き
め
細
か
な
市
政
と
と

も
に
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
動
く
国
際
経
済

情
勢
へ
の
的
確
な
取
り
組
み
も
ま
た
市
政

の
重
要
な
要
素
で
も
あ
り
ま
す
。

市長●佐竹敬久

環
日
本
海
時
代
の
新
た
な
幕
開
け

８月20日、日ロ沿岸市長会議にて

秋田市ホームページで市長の動向や記者会見の
内容などをお伝えしています。
http://www.city.akita.akita.jp/



「秋田市自然環境保全条例・施行規則」が４月１日に
施行されました。この条例では、市民のみなさんから
自主的に自然環境を守る活動計画を定めていただき、
市と住民が協力して活動を進める制度を設けました。

1,000ｍ以上の開発行為は届出
また、無秩序な開発を避けるため、1,000ｍ以上の宅

地造成、スキー場、ゴルフ場、遊園地などの開発行為
は、事前の届出が必要になります。

問い合わせ 障害福祉課tel(866)2093

盲導犬 目の不自由な人を導きます
介助犬 手足の不自由な人に日常生活の動作の手助けをします
聴導犬 耳に障害のある人に、音を聞き分け必要な情報を伝えます

昨年10月に施行された「身体障害者
補助犬法」により、市役所、公民館な
どの公共施設、電車・バスなどで、障
害者のかたが「身体障害者補助犬」を
同伴することが保障されました。また、
今年10月からは、飲食店、ホテル、
デパートなどへも同伴の受け入れが拡
大されます。ご理解とご協力をお願い
します。

身体障害者補助犬
をよろしく

10月から飲食店、デパートもOK

身体障害者
補助犬の種類

衛生検査課tel(883)1182

オ
ス

問い合わせ

市保健所には、ネコの苦情や相談が年間約300件も寄
せられています。その主な原因は、飼い主の無責任な
飼い方にあります。ネコの飼い主は、ネコの生態、習
性、生理を理解し、愛情を持って飼いましょう。

ネコに愛情
ください

屋内飼育
感染症や不慮の事故を防ぐため、屋内飼育につとめましょ
う。ネコは本来狭い範囲で行動し、屋内だけでも、高いと
ころに上り下りすることで運動量は満たされます。ただし、
一度ネコを外に出してしまうと屋外への興味がわくので、
小さいうちから外に出さないようにしましょう。

不妊手術
不妊手術は、次の利点があります。また、望まれずに
生まれてくる不幸な子ネコを減らすこともできます。

●発情期のメスを求めて放浪しない●メスをめぐる
ケンカがない●尿かけ(マーキング)がなくなる

●発情がなくなる●夜鳴きがなくなる●メス特有の
病気(子宮蓄膿症など)にならない

迷子札
飼いネコには首輪と飼い主を書いた迷子札をつけましょう。

飼い主がわからないネコにエサを与えないで
飼い主がわからないネコにエサをやり続けると、その地
域に住みつき、排泄物による悪臭や庭・畑荒らしなどの
迷惑になるのでやめましょう。

負傷したイヌ・ネコを保護したら…
市保健所へ連絡してください。保健所で収容、応急手当を
して一定期間預かります。

代表的な毒キノコ代表的な毒キノコ�

問い合わせ

衛生検査課
tel(883)1181

●確実に鑑定された食用キノコや植物以外は、絶対に取
って食べない。
●図鑑の写真や絵に当てはめ、素人判断で鑑定しない。
キノコは発生時期、場所などで形態が異なります。
●｢茎が縦に裂けるキノコは食べられる｣とか｢虫に食わ
れた跡があるキノコは食べられる｣など、毒キノコを
見分ける言い伝えがありますが、すべての判別に当て
はまるわけではありません。言い伝えなどは安易に信
じないようにしましょう。

種類がよくわからないキノコや植物は、
｢採らない｣｢食べない｣｢人にあげない｣が原則！

メ
ス

ニニャャ
ーーンン

盲導犬パックス
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▲
▲
▲

２

２

自然を大事にする条例です

市公害防止条例が一部改正され、10月１日から施行
されます。この改正で、生活環境に著しく影響を与え
る悪臭に関する指導基準が強化されました。
【対象業種】食料品製造工場、小売店、飲食店、遊技場
【指導基準】臭気指数21 【適用箇所】敷地境界
【対象区域】市内全区域

【対象区域】
自然環境保全地区その他規則で定める区域以外の区域
【届出を要しない行為】市都市緑化の推進に関する条例
第16条の規定による届出のあった行為、市宅地開発に
関する条例第７条の第１項の規定による協議のあった
行為、環境影響評価法第２条第４項に規定する対象事
業、県環境影響評価条例第２条第２項に規定する対象

市自然環境保全条例
４月１日施行

市公害防止条例
10月１日施行(一部改正)

問い合わせ 環境保全課tel(866)2075
http://www.city.akita.akita.jp/city/ev/pl/dafaut.htmホームページ
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10
月
１
日
を
調
査
日
に
、
５
年
に
一
度
の

住
宅
・
土
地
統
計
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。
全

国
で
約
４
０
０
万
の
世
帯
を
調
査
す
る
住

宅
・
土
地
に
関
す
る
大
規
模
で
最
も
基
本
的

な
調
査
で
す
。
知
事
が
任
命
し
た
調
査
員
が
、

対
象
と
な
っ
た
お
宅
に
調
査
票
を
持
っ
て
伺

い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
調
査
内
容
は
統
計
を
作
成
す
る
た

め
だ
け
に
使
用
し
、
そ
の
他
の
目
的
に
は
一

切
使
い
ま
せ
ん
。

●
問
い
合
わ
せ
　

情
報
政
策
課
調
査
統
計
担
当tel (

８
６
６)

１
９
６
４

市
で
は
、
10
月
を
「
健
康
づ
く
り
月
間
」

と
し
て
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の
健
康
づ
く
り

運
動
を
一
層
促
進
さ
せ
る
た
め
の
標
語
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
最
優
秀
お
よ
び
入
選
作
品

に
は
記
念
品
を
さ
し
あ
げ
ま
す
。

応
募
資
格
／
市
内
在
住
の
か
た

応
募
方
法
／
標
語
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
職
業
、
電
話
番
号
を
書
い
て
、

は
が
き
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
、
９
月
22
日
(月)

ま
で
、
〒
０
１
０
｜
０
９
７
６
秋
田
市
八
橋

南
一
丁
目
８
｜
３
秋
田
市
保
健
所
保
健
総

務
課
「
標
語
募
集
」
係

Ｅ
メ
ー
ルro-hlm

n@
city.akita.akita.jp

●
問
い
合
わ
せ
　
保
健
総
務
課

tel (

８
８
３)

１
１
７
０

９
月
19
日
(金)
に
、
国
民
健
康
保
険
へ
加
入

し
て
い
る
世
帯
へ
新
し
い
被
保
険
者
証
を
お

送
り
し
ま
す
。
新
し
い
被
保
険
者
証
は
、
届

い
た
日
か
ら
使
用
で
き
ま
す
。
今
ま
で
ご
使

用
の
被
保
険
者
証
は
、
新
し
い
被
保
険
者
証

が
届
い
て
か
ら
、
ご
自
身
で
廃
棄
し
て
く
だ

さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
国
保
年
金
課

tel (

８
６
６)

２
０
９
７

稲
わ
ら
・
も
み
殻
焼
き
の
煙
で
、
毎
年
ぜ

ん
そ
く
の
患
者
さ
ん
や
、
病
弱
な
か
た
が
大

変
困
っ
て
い
ま
す
。
稲
わ
ら
ス
モ
ッ
グ
の
発

生
を
防
止
す
る
た
め
、
秋
田
県
公
害
防
止
条

例
に
よ
り
10
月
１
日
(水)
か
ら
11
月
10
日
(月)
ま

で
稲
わ
ら
を
屋
外
で
焼
く
こ
と
が
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
期
間
以
外
で
も
、
稲
わ

ら
・
も
み
殻
は
焼
か
ず
に
、
堆
肥
な
ど
に
有

効
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ
　

環
境
保
全
課tel (
８
６
６)

２
０
７
５

農
政
課tel (

８
６
６)

２
１
１
５

千
秋
公
園
の
「
桜
」
に
関
す
る
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
の
一
環
。
春
に
楽
し
ま
せ
て
く
れ
た

「
桜
」
へ
、
み
ん
な
で
施
肥
作
業
を
行
い
、

花
見
の
名
所
と
し
て
の
千
秋
公
園
を
次
世
代

へ
引
き
継
ぎ
ま
し
ょ
う
。
定
員
40
人
。

と
き
／
９
月
20
日
(土)
午
後
１
時
30
分

集
合
場
所
／
中
央
図
書
館
明
徳
館
研
修
室

●
申
し
込
み

公
園
課
建
設
担
当

tel (

８
６
６)

２
１
５
４

公
売
に
参
加
さ
れ
る
か
た
は
、
印
鑑
と
買

い
受
け
代
金
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
代
理
人

の
場
合
は
委
任
状
が
必
要
で
す
。
最
低
公
売

価
格
は
３
万
円(

消
費
税
別)

。
な
お
、
都
合

に
よ
り
公
売
を
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

と
き
／
９
月
25
日
(木)
午
後
１
時
〜

と
こ
ろ
／
市
役
所
裏
の
市
職
員
研
修
棟

●
問
い
合
わ
せ
　
納
税
課
納
税
担
当

tel (

８
６
６)

２
０
５
８

市
有
地
を
一
般
競
争
入
札
に
よ
り
売
却
し

MATION
●市　役　所　か　ら　の　お　知　ら　せ

INFOR-

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

新
し
い
保
険
証
を

お
送
り
し
ま
す

３

住
宅
・
土
地
統
計
調
査

に
ご
協
力
く
だ
さ
い

１

電
話
加
入
権
の
公
売

６

稲
わ
ら
・
も
み
殻
焼
き
は

や
め
ま
し
ょ
う

４

千
秋
公
園
の
「
桜
」へ

感
謝
の
肥
料
を
や
ろ
う

５
市
有
地
の
公
売

７

「
健
康
づ
く
り
月
間
」

の
標
語
を
募
集

２

納期内納付にご協力をお
願いします。市税納付は便
利な「口座振替」をご利用
ください。

第３期の納期限は
９月30日(火)です

国民健康保険税

問い合わせ

納税課tel(866)2059
国保年金課tel(866)2189
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ま
す
。
現
地
案
内
は
９
月
19
日
(金)
で
す
。

入
札
日
時
／
９
月
26
日
(金)
午
前
10
時(

受
け
付

け
は
午
前
９
時
か
ら)

入
札
場
所
／
市
職
員
研
修
棟
第
２
研
修
室

入
札
保
証
金
／
入
札
金
額
の
100
分
の
５
以
上

八
橋
の
市
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
疾
病
・

老
化
な
ど
に
よ
り
心
身
の
機
能
が
低
下
し
て

い
る
か
た
の
た
め
、
機
能
訓
練
コ
ー
ナ
ー
を

開
放
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
希
望
者
に
は
月

数
回
の
送
迎
を
行
っ
て
い
ま
す
。

対
象
／
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い

な
い
40
歳
以
上
の
か
た

提
出
書
類
／
自
主
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
関
す
る

申
請
書
・
主
治
医
の
意
見
書(

自
己
負
担)

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　

保
健
予
防
課tel (

８
８
３)

１
１
７
８

機
能
訓
練
コ
ー
ナ
ー
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

８

●問い合わせ 管財課tel(866)2053

詳しい内容は市のホームページ
でご覧いただけます
http://www.city.akita.akita.jp/

city/fn/pr/koubai.htm

＊現地案内は９月19日(金)です

飯島松根西町39番88 他１筆

卸町二丁目184番１

広面字樋ノ沖94番1 他3筆

1,618.06ｍ

816.46ｍ

859.56ｍ

売却土地 面積

問い合わせ

■試験案内書をさしあげます
９月12日(金)から、市立秋田総合病院事務局総務課、
市役所１階の案内窓口、秋田駅市民サービスセンター、
土崎支所、新屋支所、秋田市東京事務所でさしあげま
す。必ず「試験案内書」に従って手続きしてください。

■受け付け
９月22日(月)から10月７日(火)まで市立秋田総合病院
事務局総務課で受け付けます。
■その他
第２次試験は、11月上旬に実施予定。最終合格者の
決定は、11月中旬の予定です。

市立秋田総合病院総務課tel(823)4171

市医療技術職員採用試験
●試 験 日 10月19日(日)
●試 験 場 秋田公立美術工芸短期大学(新屋大川町12-3)
●試験科目 一般教養試験、作文試験

結核予防週間
９月24日(水) 30日(火)

結核制圧に向けて、新しい結核対策を進めよう〃
結核は、今でも国内最大の感染症です。せき、くし

ゃみのしぶきでうつり、初期症状はかぜにそっくりで
す。確実な服薬で結核は治ります。異変を感じたら、
早めに受診しましょう。また、結核を防ぐため、大人は
毎年結核検診を受け、子どもはBCGを接種しましょう。

初日21日(日)、秋田駅前アゴラ広場で、午前９時30分
から秋田県中央集会、午前10時から午後零時30分まで
交通安全ふれあい広場を開催します。

急がずにマナーとゆとりで交通安全
9月21日(日)～30日(火) 秋の全国交通安全運動

生活課tel(866)2035問い合わせ

●高齢者の交通事故防止(特に薄暮時の歩行中の事故防止)
●シートベルトとチャイルドシート着用の徹底
●飲酒運転の徹底追放

結核と闘う
“シール坊や”

問い合わせ 健康管理課疾病予防担当tel(883)1180
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２

２

▲

〃

県で策定する秋田市・天王町・昭和町・飯田川町
エリアの「秋田都市計画区域マスタープラン(素案)」
は、下記の場所かホームページで閲覧でき、10月６
日(月)まで意見を提出することができます。

意見募集

問い合わせ 都市計画課tel(866)2152

●公聴会　と　き／10月２日(木)午後５時～　
ところ／秋田市役所２階正庁

●公述の申し込み　
公聴会に出席して意見を述べたいかたは、９月

24日(水)まで公述申出書を提出してください。

素案の閲覧・意見の応募・公述申出書の提出

●秋田県建設交通部都市計画課tel(860)2445
●秋田県秋田地域振興局都市計画課tel(860)3461
http://www.pref.akita.jp/tosi/  

秋田都市計画区域
マスタープラン(素案)の
意見募集と公聴会

このマスタープラン(素案)と、その中にある区域
区分(秋田港飯島古道地区)変更について、下記のと
おり公聴会を開催する予定です。なお、公述をす
る人がいない場合は開催しません。

公聴会開催



個人通知はしませんので、母子
健康手帳別冊をよく読んで受診し
ましょう。まだお持ちでないかた
は、市民課、土崎支所、新屋支所
へどうぞ。問い合わせは市保健所
保健予防課。tel(883)1172
■４・７・10か月児健康診査
４か月、７か月、10か月になっ
た日から１か月以内のお子さんを
対象に、母子健康手帳別冊に記載
されている市内の委託医療機関で
行っています。個人通知はしませ
んので、母子健康手帳別冊をよく
読んで受診しましょう。
■１歳６か月児健康診査
平成14年３月生まれのお子さん

が対象。初日は混雑しますので、
地区割りを確認して対象となる日
に直接会場へおいでください。都
合が悪く、該当する会場で受診で
きないかたはご連絡ください。
また、２歳未満のお子さんまで

受診できますので、まだ受けてい
ないかたもご連絡ください。当日
は、母子健康手帳と別冊、バスタ
オルをお持ちください。受付時間
は午後零時45分～１時30分です。
中央地区▼10月１日(水)、市保健セ
ンター　南部・西部(茨島・下浜・豊
岩・浜田)地区▼10月８日(水)、市保
健センター　北部地区▼10月15日
(水)、土崎支所　
東部・西部(新屋・勝平)地区▼10
月16日(木)、市保健センター　　　
■３歳児健康診査
平成12年４月生まれのお子さん

が対象。初日は混雑しますので、
地区割りを確認して対象となる日
に直接会場へおいでください。都
合が悪く、該当する会場で受診で
きないかたはご連絡ください。
また、４歳未満のお子さんまで

受診できますので、まだ受けてい
ないかたもご連絡ください。

当日は、母子健康手帳別冊にあ
る３歳児健康診査用アンケートと
尿検査セット(尿を容器に採って)
を、母子健康手帳とあわせてお持
ちください。受付時間は午後零時
45分～１時30分です。
中央地区▼10月22日(水)、市保健
センター　北部地区▼10月23日
(木)、土崎公民館　南部・西部(茨
島・下浜・豊岩・浜田)地区▼10月
24日(金)、市保健センター　
東部・西部(新屋・勝平)地区▼10月
30日(木)、市保健センター

保健師や栄養士が育児などの相
談に応じます。電話での申し込み
が必要です。相談無料。
とき／９月24日(水)午前10時～午後
３時30分　ところ／市保健センター
●申し込み　市保健所保健予防課

tel(883)1174

妊婦さんと、生後28日以内のお
子さんのいるご家庭に助産師がう
かがい、心配事の相談に応じます。
妊婦さんは電話で申し込みを。お
母さんになられたかたは、母子健
康手帳に入っている「出生連絡票」
を郵送してください。
●申し込み　市保健所保健予防課

tel(883)1174

就園前のお子さんとお母さんが
対象。ミニ運動会を行います。参
加費子ども１人300円。先着30組。
とき／10月１日(水)午前10時～正
午　ところ／北部公民館体育館
●申し込み　９月16日(火)午前９時
から北部公民館tel(873)4839

川尻・保戸野・旭北・旭南地区
の未就園児と保護者が対象です。

心肺蘇生法といざというときの対
処法を学びます。無料。託児あり。
とき／９月25日(木)午前10時～11時
30分　ところ／茨島コミセン
●申し込み　９月19日(金)まで旭南
地区主任児童委員の安宅さん

tel(866)5017

１歳から就園前のお子さんがいる
お母さんが対象。カルシウムが簡単
に取れる料理、骨が強くなる飲み物
など。材料費500円。先着25人。
とき／９月26日(金)午前10時～午
後１時　ところ／南部公民館
●申し込み　９月22日(月)まで御所
野ふれあい(交流)センター

tel(826)0671

★ポケット＝寺内・将軍野地区の
未就園児と保護者が対象です。９
月16日(火)午前10時～正午、高清水
児童センターで。寺内地区主任児
童委員の岩山さんtel(846)1294、深
井さんtel(846)5155
★のびのびルーム＝旭南・茨島地
区の未就園児と保護者が対象です。
育児相談、身体計測など。９月17
日(水)午前10時～11時30分、茨島コ
ミセンで。旭南地区民生児童委員
の安宅さんtel(866)5017
★御所野たんぽぽっこの会＝就園
前のお子さんと家族が対象。子育
て総合センターの出前保育。９月
19日(金)午前10時～11時30分、御
所野ふれあいセンター多目的ホー
ルで。御所野・保健推進員リーダ
ーの田中さんtel(826)1158
★しゃぼんだま広場＝御野場・四
ツ小屋・御所野地区の就園前のお
子さんと家族が対象。９月26日(金)
午前10時、四ツ小屋児童センター
で。四ツ小屋地区主任児童委員の
伊藤さんtel(839)3891、永須さん
tel(839)6595

● 元気が大好き
育児コーナー

育 児
乳幼児健康診査

保健所の育児相談

妊産婦・新生児訪問

子育て健康料理教室

北
き

・ら・ら・キッズ

子どものための救急救命

育児サークルで遊ぼう

10月18日(土) 午後１時～３時30分 市保健センター

定員▼36組(定員を超えた場合抽選)

★赤ちゃんのお風呂の入れ方体験
★助産師のお話ーなど

９月25日(木)(必着)まで往復はがきで、往信用には、２人の氏名
(ふりがな)、年齢、住所、電話番号、教室当日の妊娠週数と出産
予定日、返信用には、住所、氏名を書いて、〒010-0976秋田市
八橋南一丁目８－３ 保健予防課母子保健担当tel(883)1174

申
し
込
み

対象▼妊娠16週～35週までの妊婦さんとその配偶者

参加無料
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平成16年度に県・市の体育施設で国際、全国、東北規模の
大会、行事を予定している団体が対象です。スポーツ振興課、
八橋陸上競技場、市立体育館にある申込書に大会・行事の開
催要項を添え、10月10日(金)までお申し込みください。今回
から県立中央公園の一部施設の申し込みを受け付けます。

八橋陸上競技場tel(823)1472・ファクス(883)4036

①県立野球場(こまちスタジアム)
※利用開始は５月中旬以降の予定。１日２試合まで

②向浜野球広場　③向浜テニスコート　
④新屋運動広場(ラグビー・サッカー場) ⑤県立
中央公園球技場　⑥県立中央公園運動広場　

県
営

①八橋陸上競技場　②八橋硬式野球場　
③八橋球技場(工事のため来年７月供用開始予定) ④
八橋軟式野球場・市民広場(工事のため来年６月以降
使用不可) ⑤(仮称)多目的グラウンド(来年４月オー
プン予定。軟式野球、ソフトボール向け) ⑥八橋テ
ニスコート(ウレタンコートは工事のため来年６月以
降使用不可) ⑦相撲場　⑧勝平市民グラウンド　

市
営

市立体育館tel(866)2600・ファクス(866)2601

①県立体育館 ②県立総合プール ③(仮称)県立総合武道館県営
①市立体育館　②茨島体育館　③土崎体育館

■県営施設(県立中央公園以外)の問い合わせ▼県立体育館
tel(862)3782 県立中央公園の問い合わせ▼tel(886)4141

屋外施設の申し込み

屋内施設の申し込み

市営

15 広報あきた　９月12日号

ＩＴ講習

中公＝中央公民館tel(824)5377 〒010-0974八橋運動公園1-2
土公＝土崎公民館tel(846)1133 〒011-0945土崎港西四丁目2-10
将軍＝将軍野高齢者学習センター 申し込みは、土崎公民館へ
西公＝西部公民館tel(828)4217 〒010-1631新屋元町15-14
東公＝東部公民館tel(834)2206 〒010-0041広面字釣瓶町13-3
南公＝南部公民館tel(832)2457 〒010-0062牛島東六丁目4-5
北公＝北部公民館tel(873)4839 〒010-0146下新城中野字前谷地263
女性＝女性学習センターtel(832)2191 〒010-0022楢山南中町1-9
明徳＝中央図書館明徳館tel(832)9220 〒010-0875千秋明徳町4-4
土図＝土崎図書館tel(845)0572 〒011-0946土崎港中央六丁目16-30
新図＝新屋図書館tel(828)4215 〒010-1632新屋大川町12-26

申し込み・問い合わせ先

往復はがきに申し込み番号(１つのみ)、住所、氏名、
年齢、電話番号、今年度受講済みの施設・コース名を
書いて、９月19日(金)(当日消印有効)まで受講希望施設
あてにお申し込みください。女性13で託児希望のかた
は、お子さんの氏名、性別、年齢も書いてください。
定員各10人。応募多数の場合抽選(新規受講者を優先)。

申
込
方
法
・
定
員

青字…パソコン初心者が対象
黒字…文字入力、マウス操作のできるかたが対象
※…文字入力、ファイル操作のできるかたが対象料

無

県・市体育施設の
団体使用申し込み

平成16年度

９月25日(木)(必着)まで、はがきまたはファクス
で希望教室名、住所、氏名、生年月日、連絡先
を書いて、〒010-0976秋田市八橋南一丁目８-７
サンライフ秋田「運動と趣味の教室」係へ。直接
窓口でお申し込みいただいても結構です

申
し
込
み

運動と趣味の教室

フ
ァ
ク
ス(

８
６
３)

１
５
３
１

電
話(

８
６
３)

１
３
９
１
　

こまちスタジアム

▼
▼
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９/12(金)▼９/16(火)

●御所野地区で防災訓練
●ヤートセでみんなに元気を！
●笑顔で秋田をPR
観光レディ活躍中！

９/17(水)▼９/23(火)
月～金　午前10時55分～

月～金　午後３時50分～
土 午後３時55分～

水 午後10時54分～　

テレビ
ガイド

●勝平コレクション
赤れんが郷土館企画展

●幼児ぱくぱく教室
●ファミリー・サポート・セン
ター研修会

15
分 ●９/28(日) 7：30～ ABSおはよう秋田市長です「太平山自然学習センター“まんたらめ”の紹介」

AAB  おはよう秋田市から

ABS こんにちは秋田市から

５
分
間
テ
レ
ビ
番
組
AKT  こんばんは秋田市から

詳しい放送日程は
広報課へどうぞ
t e l (866)2034

エフエム秋田 秋田市マンデー555
ABSラジオ 秋田市今週のいちネタ

毎週月　午後５ 時54分～

毎週火　午前10時30分～ラジオ ］●美短大学祭とももさだ祭へどうぞ●秋の全国交通安全運動実施中！

市市市市民民民民ススススポポポポーーーーツツツツ祭祭祭祭
参参参参加加加加者者者者募募募募集集集集

千秋美術館は、次回展示会の準備のため９月22日(月)から25日(木)まで臨時休館します。
tel(836)7860

参加無料。ただし、ソフト
ボールのみ１団体5,000円。
市体育協会t e l (866)2247

q

q

q

q

※９月23日に行う予定だった「相撲」競技は中止になりました。市相撲連盟t e l (828)3823

建都400年記念プレイベント

９月23日(火)秋分の日

13回目を迎える今年のフォーラムは、
イベントもりだくさん！　いろいろ体験し
て、新しい発見をしてみませんか？

秋田市文化会館

★★映映画画「「アアババウウトト・・シシュュミミッットト」」

2003年ゴールデン・グローブ賞２部門
受賞。男性必見の感動作です。入場整理
券受付中！　詳しくは男女共生政策室
へ。tel(866)2141

ジャック・ニコルソン主演

市民活動発表★小ホール
八橋小児童による秋田音頭など
琴と尺八、ジャズ演奏
秋田弁オペレッタ上演

ふれあいマーケット★市民ホール
障害者施設でつくった農作物、陶器、
木工品などを展示・販売します。

家族の触れ合い★３階和室

グループ・ポレポレのパネルシアター
ルーテル愛児幼稚園園長の子育て講話
グループ・ハッピーマザーの読み聞かせ
助産師による講演「生命の授業」

市民グループ活動★４階各会議室
様々なグループがワークショップを開
催します。お気軽にどうぞ。

もっと自分らしく生きたい！ささえあいたい！…第２会議室

女性ネットSaya-Sayaのメンバーをゲス
トに迎え、ドメスティック・バイオレ
ンスを乗り越えて見えてきたこと、当
事者に伝えたいことなどについて

女ってなに？男ってなに？　…第３会議室

多様な性、身体の性とは何かを一緒に考
えます

「べてるの家」ビデオ＆トーク　…第４会議室

北海道にある精神障碍
しょうがい

者の生活拠点「べて
るの家」の記録映画を上映します

女性議員と語ろう　…第３会議室
●女性議員を増やす会主催tel(863)5686
13：00 暮らしの問題を語り合います

考えよう地球温暖化　…第４会議室
●あきた「地球村」主催tel(878)4980
13：00 ビデオ上映＆トーク

10：00
10：40
11：40
13：00

10：00

10：00

16：00

●秋田この花咲くやネットワーク主催tel090-6452-9841

10：00

●ESTO主催tel090-2974-0832
10：00

●あきたDVを考える会主催tel(826)1085

10：00

大ホール 昼：13：30～ 夜：18：00～
■秋田市男女共生政策室
■しあわせ実感男女フォーラム実行委員会

お問い合わせは各グループへ

中学生以下のお子さんとご一緒にどうぞ。

主催

▼ ▼

ワークショップへどうぞ



祭

祭

祭

身体障害者手帳をお持ちのかたと身
体障害者の推薦を受けた身体障害者手
帳をお持ちでないかた(人数制限あり)
が対象。申込多数の場合抽選。無料。
とき／９月20日(土)午前８時45分～受
け付け　ところ／八橋陸上競技場
●申し込み 障害福祉課tel(866)2093

市身体障害者協会tel(866)1341

佐竹史料館は、展示替えと燻蒸消毒
のため９月16日(火)から10月４日(土)ま
で臨時休館します。燻蒸消毒期間の９
月22日(月)から30日(火)までは危険です
ので、資料館周辺へ立ち入らないでく
ださい。tel(832)7892

医師による面接相談。ご家族のか
たもどうぞ。無料。電話で予約を。
とき／９月18日(木)、10月２日(木)・16
日(木)午後１時30分～４時　
ところ／市保健所
●申し込み　市保健所健康管理課

tel(883)1180

法律や相続の相談など。先着６人。
とき／９月22日(月)午前10時～正午
ところ／市老人福祉センター
●申し込み　９月17日(水)午前９時か
ら市社福協ふれあい相談センター
tel(863)6006(電話でのみ受け付け)

10月４日(土)・５日(日)に児童会館で
行う①発明くふう展と、10月11日
(土)・12日(日)に県総合保健センターで
行う②新食文化料理発明くふう展への
出品作を募集します。出品料、作品の
規格など詳しくは(社)発明協会秋田県
支部中央会へ。tel(832)4736
なお、募集締め切りは、①が９月

26日(金)、②が９月15日(月)です。

寝たきりや痴呆のかたを家庭で介
護してるかたが対象。日ごろの悩み
や相談を話し合いませんか。無料。
とき／９月29日(月)午後１時30分～３
時　ところ／市保健センター
●問い合わせ　在宅介護者の集い代
表の廣田伴三郎さんtel(863)0935

案 内 テ
ー
マ

９月20日(土)・21日(日)
午前10時～午後７時(21日は午後６時まで)

◆作品展示、模擬店、工芸作品販売、バンドライブ！

◆お笑いライブ！ 出演：スピードワゴン、三拍子
20日(土)午後２時30分開演(２時開場)
前売り券1,000円(当日券1,200円)
チケットは秋田駅トピコプレイガイドで発売中！
●問い合わせ　大学祭実行委員会tel090-2982-8662

◆ブック・フェア　会場：附属図書館tel(888)8106
内外デザイン関係図書数千冊を展示販売！

スピードワゴン

三拍子

９月20日(土)・21日(日)
午前９時～午後５時

◆創作チャレンジコーナー 直接会場へ(一部参加料、人数制限あり)

20日(土)午前10時～、午後１時～の２回…ガラス、織物、木工、Mac
21日(日)午前10時～、午後１時～の２回…陶芸、彫金、染色、パソコン

◆新屋高・日新小の演奏会…20日(土)午前11時～正午、美短正面広場で
◆小・中学生絵画コンクール、産地直売、出店など

大学開放センター
tel(888)8137

９月26日(金)～28日(日)
tel(824)5377

３日間　 お茶会、食堂、作品展示、車の点検教室

26日(金)
百人一首10：00～12：00 チャリティバザー11：00
フォークダンス体験14：00 チャリティダンスパーティー18：30

27日(土)
大道芸10：30～11：30 産地直送野菜即売11：30
柳家金語楼の「爆笑水戸黄門漫遊記」上映と抽選会13：00～15：00

28日(日) 芸能発表11：00～15：00 産地直送野菜即売10：00

tel(834)2206

文化講演会10：00～11：40 講師新野直吉氏・演題「秋田の歴
史と秋田美人」 チャリティバザー13：30～14：30

サークル体験10：00～15：30 チャリティダンスパーティー18：00
野菜即売10：00(28日も) 子ども縁日10：00(28日も)
東部地区ゲートボール大会８：30～15：30

芸能発表10：00～15：30

９月28日(日)午前10時～午後３時

tel(845)0572

●図書リサイクル市●お話と紙芝居●図書クイズ●お菓子のサービスも！

お家にある不用本をリサイクル市にご寄贈ください。９月25日
(木)まで土崎図書館へ直接お持ちください。冊数が多い場合は、
ご自宅にうかがいます。ただし、雑誌類は受け付けません。

アトリエももさだ
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八橋運動公園１-２

広面字釣瓶町13-３

土崎港中央六丁目

３日間

９月26日(金)～28日(日)

26日(金)

27日(土)

28日(日)

生涯学習相談、パソコン体験、
ふれあい茶席、喫茶・軽食
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施設見学と①ボトルクラフト体験(先着
10人)②紙すき体験(先着20人)。参加者には、
花苗、リサイクル用品をプレゼント！　

バス創業100年！　バス部品のバ
ザー、旅行抽選会など。参加無料。
とき／９月20日(土)午前10時～午後
３時　ところ／アゴラ広場
●問い合わせ　(社)秋田県バス協会
t e l (863)5349

駐機場内遊覧、小型航空機のコッ
クピット見学、韓国航空券が当たる
クイズ大会など。中央公園からの無
料シャトルバスをご利用ください。
とき／９月21日(日)午前９時30分～
午後３時　ところ／秋田空港
●問い合わせ　秋田空港内実行委員
会事務局tel(886)3362

試乗、訓練・装備品展示など。
とき／９月21日(日)午前８時30分～
午後３時(午前８時40分から土崎自
衛隊通りで市中パレードも) とこ
ろ／陸上自衛隊秋田駐屯地
●問い合わせ　秋田駐屯地広報室

t e l (845)0125内線207

愛犬との上手な暮らし方、愛犬と
一緒のスポーツ教室など。参加無料。
とき／９月23日(火)午前９時～午後
３時　ところ／河辺町のユフォーレ
●問い合わせ　ドッグファンアキタ
事務局の菅原さんtel(839)0538

ウォークラリー、ゲーム大会、フ
リーマーケットなど。フリマ出店(無
料)希望のかたは、９月18日(木)まで
中央通商店街振興組合。
tel(835)4938・ファクス(835)0699

とき／９月20日(土)午前10時～午後
４時　ところ／中通三丁目街区公園
(山崎耳鼻科医院裏)

マッサージは60歳以上のかたが対
象。手ぬぐいをお持ちください。
とき／９月16日(火)午後１時～３時
ところ／県立盲学校
●問い合わせ　県立盲学校

t e l (846)2540

障害がある人とない人が一緒にな
った手作りのコンサートです。入場
料大人500円(前売り450円)、子ども
400円(前売り350円)。前売り券は、
トピコ、セスタつちざきで。
とき／10月12日(日)午後１時開演
ところ／県児童会館子ども劇場　
●問い合わせ　であいのこんさぁと
実行委員会事務局tel(828)7743

ボランティアによる朗読。金子み
すず、室生犀星

むろうさいせい

の作品など。無料。
とき／９月20日(土)午後１時30分～
３時30分　ところ／土崎図書館
●問い合わせ　土崎図書館
t e l (845)0572

歴史作家の土居輝雄さんが案内し
ます。参加無料。雨天決行。
とき／９月20日(土)午前10時、中央
図書館明徳館前に集合
●問い合わせ　土居輝雄さん

t e l (832)8708

オリンピック金メダリストの森末
慎二さんが講師です。無料。どなた
でも参加できます。直接会場へどう
ぞ。スポーツ振興課tel(866)2247
とき／９月27日(土)午後１時～３時
20分　ところ／セリオンプラザ

大切にしていた人形やぬいぐるみ
をお持ちください。参加無料。
とき／９月21日(日)午前８時～受け
付け、読経は午後１時～　
ところ／レゼール追分(JR追分駅前)
●問い合わせ　JA葬祭レゼール

t e l 0120-46-5731

講師は、大東文化大学教授の村山
士郎先生。演題は、なぜ「よい子」
が暴発するか。入場無料。
とき／９月27日(土)午後２時～４時
ところ／アトリエももさだ
●問い合わせ　秋田西中学校の斉藤
民雄さんtel(828)4644

女性が対象。ゴムボール・ビニール
ボールの部。参加料１チーム4,000円。
申し込みは、９月16日(火)・17日(水)午
前９時～午後４時に中央公民館とな
りのクラブハウスへ直接どうぞ。
とき／10月２日(木)午前９時　
ところ／市立体育館　
●問い合わせ　８人制バレーボール
連盟の大城さんtel(824)3643

日本女子テニス連盟秋田県支部の
主催。女子ダブルスC・D級。参加料
１パート3,200円、加盟金1,000円。
とき／10月２日(木)、午前９時試合
開始（８時45分まで受付）
ところ／八橋テニスコート
●申し込み　９月24日(水)まで高崎
真智子さんtel(868)6950

応急手当全般について。受講無料。
とき／９月28日(日)午前９時～正午
ところ／秋田南消防署
●申し込み　秋田南消防署救急係
t e l (839)9551
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●長寿動物の飼い主さんの表彰とエピソード紹介　
●石ころに動物の絵を描こう！
●アートバルーンに挑戦
●サル山エサやり体験
●動物ふれあい教室

９月26日(金) 午前９時30分～正午
秋田市リサイクルプラザ（御所野）ボトルクラフト ９月23日(火) 午前９時～ 大森山動物園
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市リサイクルプラザtel(829)1188
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９月20日 26日は動物愛護週間

問い合わせ
県生活衛生課tel(860)1593
大森山動物園tel(828)5508
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小・中学生とその家族が対象です。
とき／９月28日(日)午前10時　とこ
ろ／外旭川中谷地　参加料／無料
●申し込み　９月26日(金)まで土崎
公民館tel(846)1133

小・中学生が対象。公民館サーク
ルで学んでみませんか。会場は土崎
公民館。時間はいずれも午前９時30
分～11時30分。先着各20人。
お茶のいただき方 ①10月11日(土)
②10月25日(土)
調理実習 10月18日(土)
●申し込み　土崎公民館
tel(846)1133・ファクス(846)1134

篤胤の業績などを学びます。時間
は午後１時30分～３時。定員50人。
展示資料解説／10月７日(火)、佐竹史
料館で。観覧料100円　記念講演／
10月10日(金)、明徳館で。無料
●申し込み　９月16日(火)午前９時
から佐竹史料館tel(832)7892

おおむね60歳以上のかたが対象。
時間は午前10時～正午。参加無料。
防犯対策について＝９月16日(火)、飯
島老人いこいの家で。tel(845)3692
軽スポーツ＝９月17日(水)、八橋老
人いこいの家で。tel(862)6025

楽しく作って、食べて健康！60歳
以上の女性が対象です。食生活を見
直し、バランスの取れた食事作りを
学びます。受講無料。定員32人。

とき／10月７日(火)午前10時～午後
１時　ところ／市保健センター
●申し込み　９月17日(水)から市保
健所保健予防課tel(883)1175

30～50歳代の女性を対象とした健
康づくり講座です。食生活や運動な
どを学びます。無料。定員各30人。
とき／10月９日(木)午後１時～３時30
分、15日(水)・23日(木)午前10時～午後
３時 ところ／市保健センター
●申し込み　９月17日(水)から市保
健所保健予防課tel(883)1175

インターネットと電子メールの基
礎など。受講料4,000円。先着15人。
とき／９月27日(土)・28日(日)の２日
間、午前９時～午後４時　ところ／
天王町のポリテクセンター秋田
●申し込み　９月17日(水)午前９時
から北部公民館tel(873)4839

社会福祉・医療事業団助成事業。
難聴者、中途失聴者が対象。口話読
話と手話など。無料。定員30人。
とき／９月21日(日)、10月５日(日)・
19日(日)、11月２日(日)・９日(日)に５
回、午後１時～４時　ところ／県心
身障害者総合福祉センター
●申し込み　９月17日(水)まで往復は
がきに住所、氏名、年齢、ファクス・
電話番号を書いて、〒010-1403上北
手荒巻字堺切24-２県難聴者・中途失
聴者協会・ファクス(845)3476

コーディネーター検定(２・３級)のた
めの講座。定員各50人。会場は秋田
商工会議所。受講料は、２級20,000円、
３級18,000円(テキスト代別)。
２級 10月４日(土)・５日(日)
３級 10月18日(土)・19日(日)
●申し込み　申込書を請求のうえ２

級は９月26日(金)、３級は10月10日(金)
まで秋田商工会議所tel(866)6674

現在求職中で、全日程受講できる
かたが対象。定員は選考により25人。
とき／10月３日(金)から11月18日(火)
までに31回　ところ／秋田テルサ
●申し込み　９月17日(水)・18日(木)
午前10時～午後５時に直接秋田テル
サへおいでください。tel(826)1800

外国のかたに日本語を教えるボラ
ンティアの初歩を学びます。無料
(テキスト代実費)。定員20人。
とき／９月21日(日)から11月30日(日)ま
での土日に８回、午前10時～午後４
時　ところ／仁賀保町のむらすぎ荘
●申し込み　９月17日(水)まで中央
教育事務所由利出張所社会教育担当

t e l 0184(22)3673

外国出身で日本語を母語としない
市内在住のかたが対象。日常生活に
必要な会話や基本的読み書きを３つ
のレベルに分けて指導します。９月
から２学期がスタートしました。
とき／毎週木曜日、午後６時30分～
８時　ところ／県国際交流協会(旭北
栄町1-5県社会福祉会館) 受講料／
月1,000円　教材費／年間3,000円
●申し込み　今野さんtel(831)4644

添野さんtel(863)0866

日本語を母語としないかたが対
象。読み書きから初級日本語まで。
とき／９月から12月25日(木)まで、
午後１時30分～３時30分　とこ
ろ／県国際交流協会　会費／初級
１・２(週２回月・木曜日)月3,000
円、初中級(火曜日)月2,000円
●申し込み　JALSA日本語教室の古
屋さんtel・FAX(837)9542
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秋田商工会議所tel(866)6672問い合わせ

９月27日(土)・28日(日)・29日(月)
秋田ニューシティ、アトリオンほか

久保田城下祭…秋田ニューシティ
27日(土)・28日(日)午前10時～午後５時　

ロボット＆新技術展…アトリオン

記念講演会 定員400人。入場無料。
入場希望のかたは、往復はがきに住所、
氏名、職業、年齢、同伴人数を書いて、
〒010-0923旭北錦町１-47 秋田商工会議
所内「ジョヤサ記念講演会」

●食品、工芸品の物産展、お茶会、大抽選会
●お菓子・工芸品などの体験教室(有料)

28日(日)午前10時～午後４時

29日(月)午後２時～３時30分　
秋田ビューホテル

街街にに、、
人人にに、、

商商売売にに
活活力力をを

！！

秋田駅ぽぽろーどでは「400年歴史展」
と「秋田の先覚者パネル展」も開催。

●秋田大、県立大、高専のロボット技術紹介
●ペットロボ「AIBO」と遊ぼう！

秋田市建都400年記念

「悔いなく生きよう」
さわやか福祉財団理事長・堀田力氏

(元東京地検特捜部検事)


